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し,複数の衝撃波か ら構成 される擬似衝撃波 
の不始動などを引き起こす場合があると考えられる.
これらのことより,擬似衝撃波に関する研究は工学上








撃波を伴う流れは,高圧ガス配管系,超音速ディフュ 学的諸問題を解明するために､マッハ 4および 2の吹
出 し吸込み式超音速風洞 b uue-v








*2 大学院博士後期課程 生産情報システム専攻 すなわち擬似衝撃波現象の職 ヒ実験結果について述
*3 大学院博士前期課程 機械システム工学専攻 べる｡
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超音速内部流動実験用測定部と､各種の物体やインテ








に､新設した超i1g.F 日 の概要を, jtf.本吹 同様に移動台車上に設置されており､移動台車ごとの
ssizeT
1,
圧弁 4､整流筒 8､ラバルノズル 9､測定部 10､シ 性と高い安全性が確保できる｡ 
ョックジェネレー タ 11､真空仕切弁 13 Tbelおよび真空 al に各測定部の寸法を示すと 
槽 15などから構成されている.本風洞は吹出し式超
bbll Se of tet e





Internalflow Externnalflow伊 治j te 
Hieght 80 Ⅱ皿 )8 
Width 80 Ⅱ 0 Ⅱ1m 
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数M0を求めると､それぞれ
 
3 マッハ 4および 2超音速風洞の気流特性 - .8 .6
M0 39､1 9
となる｡これより､本風洞では､当初計画していた気
カラーシュリー レン装置を用いて撮影した､内部流 流マッハ数が測定部で得られていることが分かる｡ 
動実観相測定部内に設置した､半頂角 8. のくさび i.に､流れのマッハ数M 0 4 DVを05 Fg5 - の場合の I
模型まわりのマッハ 4および 2の超音速流れの可視化 使用して測定した内部流動美観岡測定部内の流速分布
写真をFi.1 軌 ま左から右で､くさびの先 を示す｡測定位置はノズル出口端から Ⅹ15g4珊 =7mm､ 
端から付着斜め衝撃波が発生していることが観察でき 6 ､1 05h ,7mmの位置である｡流速測定用のトレ
る｡ところで､この衝撃波角βと一様流マッハ数 M也､ ーサー粒子は､インピンジ型ノズルで鮒 ヒされた水
くさび先端の半頂角 (流れの転向角)0間には次の関 粒子で,整流筒内に噴落し流れに混入させた｡図の横
係がある(6)a 軸は主流速度 U0で無次元化された流れ方向の流速 







図4( 抄のシュリー レン写真より求めた衝撃波角 7. s
Jと ( の音速は 101mlであり､主流速度を音速で除して















































































示すと本風洞の作動 び作動時間を Table3に つの垂直衝撃波を形成は,発生する衝撃波は弱く1
を用いてマッハ 4の条時間は､内部流動実験用測定部 に従い,衝撃波と境界層の干渉はするが,マッハ数が増加する
p s d on p
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その場合で 20秒間の件で作動した場合が最も長く､ の分枝 払i fuz )iontnt 強くなり,衝撃波
なると分枝した衝撃波が起きる.さらに干渉が強く
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(a)CaseofM0-4
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長さは､M ∞ なる .M0.-4の先頭衝撃波の-2の場合の約 25倍である. 
室新工業大 5 まとめ
学に新設したマッハ4および 2の超音速風洞の概要について述べると
